
円 (x− 3)2 + (y− 3)2 = 9 と，直線 y = 1
2
x の 2つの交点と円上の任意の点に

よりできる三角形の重心の軌跡を求めなさい．

(13 愛知学院大 薬・歯 3)

中心
(
17
5

, 11
5

)
，半径 1 の円から 2 点

(
14
5

, 7
5

)
，
(
22
5

, 11
5

)
を除いた図形

解答は次のページにあります．



【チェック・チェック】

まずは円周上の動点と重心との関係式をつくります．この後は，重心の軌跡を求めるのが目

標なので，円周上の動点の条件が重心に反映するように式を変形します．また．動点が交点の

一方と一致するときは三角形とならいので重心も存在しないことに注意しましょう．

【解答】

(x− 3)2 + (y − 3)2 = 9 …… 1⃝

y = 1
2
x …… 2⃝

円 1⃝と直線 2⃝の交点は， 1⃝， 2⃝を連立して

(x− 3)2 +
(
x
2

− 3
)2

= 9

5
4
x2 − 9x+ 9 = 0

(5x− 6)(x− 6) = 0 ∴ x = 6
5
, 6

∴ (x, y) =
(
6
5
, 3

5

)
, (6, 3)

2 つの交点を A
(
6
5
, 3

5

)
，B(6, 3) とする．A，B 以外の円周上の

点を P(x, y)とし，三角形 ABPの重心を G(X, Y )とすると

−−→
OG =

−→
OA+

−→
OB+

−→
OP

3
−→
OP = 3

−−→
OG−

−→
OA−

−→
OB ←− Pの条件式に代入し

やすいように式を変
形する．
チェクリピ 113

(
x
y

)
= 3

(
X
Y

)
− 1

5

(
6
3

)
−

(
6
3

)
=

3X − 36
5

3Y − 18
5


Pは円 1⃝上を動くから(

3X − 36
5

− 3
)2

+
(
3Y − 18

5
− 3

)2

= 9

∴
(
X − 17

5

)2

+
(
Y − 11

5

)2

= 1 ←− Qの条件式が得られ
た．

ただし，Pは A，Bとは一致しないから ←− P が A または B
と一致すると 3 点
A，B，P を結んで
できる図形は三角形
でなくなる (線分と

なる)．

3X − 36
5

3Y − 18
5

 \=

 6
5
3
5

,

(
6
3

)

∴
(
X
Y

)
\=

 14
5
7
5

,

 22
5
11
5


よって，求める軌跡は，

中心
(
17
5

, 11
5

)
，半径 1の円から

2点
(
14
5

, 7
5

)
，
(
22
5

, 11
5

)
を除いた図形 ……（答）

である．

https://dl.dropboxusercontent.com/u/39826611/C%26RIIB/2b020302_%E8%BB%8C%E8%B7%A1%E3%81%AE%E6%96%B9%E7%A8%8B%E5%BC%8F.pdf

